
項 ⽬ 内 容
名称 カシュー、カシューナットノキ、マガタマノキ [英]Cashew [学名]Anacardium

occidentale L.

概要 カシューは、熱帯アメリカ原産の常緑樹であり、インドや東アフリカなどの熱帯地
域で広く栽培されている。花の柄の部分が⼤きく肥⼤し、⻑さ5〜6 cmの洋ナシ形
となって⻩⾊に熟す。この部分は「カシューアップル」と呼ばれ、⽣⾷またはジャ
ムやジュースにする。肥⼤した柄の先端に本来の果実がつき、⻑さ2〜3 cmのまが
⽟状になる。中の堅果をカシューナッツと呼ぶ。

法規・制度 ■⾷薬区分
「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ
うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

■⾷品添加物
・天然⾹料基原物質リスト

カシューナッツが収載されている。

■海外情報
・堅果︓⽶国では、GRASに該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・堅果は約45％の脂質、約20％のタンパク質を含む (33) 。
・果⽪にはアルキルフェノール、アナカルジン酸が含まれる (101) 。

分析法 ・果⽪に含まれるアルキルフェノールを薄層クロマトグラフィー (TLC) 法、ガスク
ロマトグラフィー (GC-MS) 法により分析、トコフェノールをHPLC法を⽤いて分析
している (PMID:20961547) 。



有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

RCT
・メタボリックシンドロームと診断された62名 (試験群21名、平均45.7歳、南アフ
リカ) を対象とした無作為化⽐較試験において、試験⾷とともに63〜108 g/⽇の無
塩カシューナッツを8週間摂取させたところ、⾎圧反射機能 (Baroreflex
sensitivity) の改善が認められた (PMID:16733237) が、⾎液凝固因⼦ (フィブリ
ノーゲン、PAI-1など) に影響は認められなかった (PMID:16093734) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 RCT
・メタボリックシンドロームと診断された64名 (平均45±10歳、試験群21名、南ア
フリカ) を対象とした無作為化⽐較試験において、試験⾷とともに63〜108 g/⽇の
無塩カシューナッツを8週間摂取させたところ、体重、⾎中脂質 (TC、HDL-C、
LDL-C、TG) 、炎症性マーカー (CRP) 、フルクトサミン、尿酸値、⾎圧に影響は認
められなかった (PMID:17381974) 。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=16733237&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=16093734&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=17381974&dopt=Abstract
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